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■建物の配置の比較検討

◎ ・・・・・ ステージや収納、音響設備の充実

◎ ・・・・・ 地域の親子が、遊び・学び・つながりを作れる空間

◎ ・・・・・ 少人数から大人数まで、多様な規模の会議ができる会議室

◎ ・・・・・ 開かれた空間で、地域で学ぶことができる図書室

◎ ・・・・・ 様々な交流が広がる多機能なエントランス

・・・・・ 地域活動などの成果を発表できる空間

・・・・・ 幅広い世代が気軽に立ち寄れる地域の休憩スペース

◎ ・・・・・ 靴を脱いだ活動や、災害時の要支援者避難場所として活用できる和室

◎ ・・・・・ 料理教室や災害時の炊き出しなど、地域の台所としての料理室

・・・・・ 事務室、倉庫、エレベーター、トイレ等 ※現時点の概略スケジュールであり、今後変更になることがあります。

◎周辺環境に最も配慮したプラン 

○施設の存在のアピールに工夫が必要

日陰・騒音等が周辺住宅に与える影響が一番少なく 、駐
車場と広場が建物で緩やかに分断されているため、双方
において安全が確保できているプラン。

建物への自然エネルギーを一番効率よく取り入れられる
が、近隣環境への影響が大きい。また、敷地奥に配置され
ているため、目視による施設認識が難しい。
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各エリアの区別がはっきりしており利便性が高いが、建物
の南に面する部分が少ないため、自然エネルギーの取入
れに工夫が必要。
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■施設に導入する機能

平成30年度に開催された「豊田公民館基本構想策定ワークショップ」で示された地域の皆様の声をもと

に、令和3年度に「豊田地域交流拠点施設基本構想」をとりまとめました。この構想をベースに、施設に導

入する主な機能を以下のとおり整理しました。また、それぞれの機能の具体的な活用については、コロナ

禍による生活様式の変化

や将来に向けてさらに進展

していくであろうデジタル化、

環境への配慮という視点

からのアプローチを加え、

各機能の詳細部分を今後

さらに整理していきます。

本施設は、子どもから大

人まで幅広い世代が、いろ

いろな学びや体験を通して、

つながり支え合えうことで、

地域の誰もが心豊かに暮

らせるための地域の拠点

を目指します。

導 入 機 能

●施設建物⇒東側

●広場緑地⇒南東側

● 駐 車 場⇒西側

●施設建物⇒北側

●広場緑地⇒中央

● 駐 車 場⇒南側

●施設建物⇒中央(東)

●広場緑地⇒南東側

● 駐 車 場 ⇒西＋北側

配置パターンＡ：拠点施設を東側に配置

配置パターンＣ：拠点施設を南側に配置

配置パターンＢ：拠点施設を北側に配置
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